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「東日本大震災」の支援・ボランティア活動報告！ 
 

 

 倒壊したままの家屋 
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未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う

３
カ
月
！ 

被
災
地
で
は
ま
だ
ま
だ
瓦
礫
の
処

理
す
ら
出
来
ず
当
時
そ
の
ま
ま
の
状

況
の
地
も
多
く
、
全

国
連
盟
「
ナ
マ
ス
テ

情
報
」
で
も
報
告
さ

れ
て
い
る
通
り
、
全

国
の
各
県
連
か
ら
被

災
地
の
仲
間
へ
の
支

援
活
動
が
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動

に
協
力
す
べ
く
、
埼

玉
県
連
と
し
て
も
こ

れ
ま
で
に
何
回
か
被

災
地
の
石
巻
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
い
ま
す
が
、
６

月
に
支
援
活
動
に
参

加
し
た
仲
間
の
皆
さ

ん
か
ら
の
報
告
を
紹

介
し
ま
す
。 

尚
、
今
後
も
長
期
に

わ
た
る
支
援
活
動
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
義
援
募
金

や
物
資
支
援
、
さ
ら

に
は
現
地
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
等
、
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

◆
支
援
活
動
報
告 

 

詳
し
く
は
「
ナ
マ
ス

テ
」
情
報
、
日
本
勤

労
者
山
岳
連
盟
Ｈ
Ｐ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 
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支
援
活
動
に
参
加
し
て 

① 

期
日 

６
月
４
～
５
日 

支
援
…
宮
城
県
石
巻
市
渡
波(

ﾜ
ﾀ
ﾉ
ﾊ
)
 

参
加
者
…
埼
玉
労
山
（
８
） 

金
井
（
所
沢
）
長
谷
川
、
谷
脇
（
大

宮
）
井
上
、
潟
見
、
佐
藤
、
嶋
田
、

加
納
（
新
座
山
の
会
） 

千
葉
労
山(

８)
 

群
馬
労
山(

1
0
)
 

宮
城
労
山
（
３
）
兵
庫
労
山
（
２
） 

合
計
３
１
名 

ス
コ
ッ
プ
、
長
靴
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
、
テ
ン
ト
、
シ
ュ

ラ
フ
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ー
ト
、
着
替
え
、

食
糧
等
を
車
に
積
み
込
む
。
テ
ン
ト

泊
の
山
行
以
上
の
装
備
で
あ
る
。
埼

玉
の
８
名
は
３
日
の
夜
７
時
頃
、
そ

れ
ぞ
れ
東
京
を
出
発
し
東
北
自
動
車

道
で
現
地
に
向
か
う
。
途
中
、
福
島

あ
た
り
か
ら
道
路
の
凹
凸
が
気
に
な

る
。
２
３
時
半
ご
ろ
ト
イ
レ
と
自
販

機
し
か
な
い
泉

P
A
(

仙
台
南
の
先)

で

合
流
し
仮
眠
す
る
。 

４
時
半
に
起
床
し
簡
単
な
朝
食
を

済
ま
せ
、
６
時
頃
出
発
。
東
北
道
か

ら
三
陸
道
経
由
で
、
石
巻
に
向
か
う

が
至
る
所
に
段
差
注
意
の
看
板
が
出

て
い
る
。
地
震
に
よ
り
地
盤
が
凹
凸

し
て
い
る
の
を
応
急
修
理
で
通
行
で

き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
ろ
う
。
三
陸

道
の
終
点
近
く
な
る
と
渋
滞
が
始
ま

る
。
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
が
多
い
。

石
巻
市
内
に
入
る
と
、
と
ん
で
も
な

い
光
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

崩
れ
て
し
ま
っ
た
家
々
、
土
台
し
か

残
っ
て
い
な
い
平
ら
な
広
い
土
地
。

潰
さ
れ
て
道
路
わ
き
に
打
ち
捨
て
ら

れ
た
多
く
の
車
。
墓
地
の
ど
真
ん
中

に
運
ば
れ
て
い
る
車
も
あ
る
。
磯
と

ヘ
ド
ロ
の
混
じ
っ
た
匂
い
が
鼻
に
付

く
。
営
業
し
て
い
る
商
店
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
や
っ
て
い
る
の
は
コ
ン
ビ

ニ
と
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
く
ら
い
で

あ
る
。
渡
波
地
区
に
入
る
と
地
盤
が

４
０
～
５
０
㎝
も
下
が
っ
た
為
、
雤

で
床
下
ま
で
水
に
浸
か
っ
た
家
が
多

く
見
ら
れ
た
。
８
時
こ
ろ
田
園
地
帯

の
千
刈
田
に
入
る
。
畑
や
田
ん
ぼ
の

中
に
は
津
波
で
流
さ
れ
て
き
た
車
が

多
数
残
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
車
が

な
け
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
津
波
が
押
し

寄
せ
た
と
は
思
え
な
い
風
景
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
も
胸
位
ま
で
津
波

が
来
た
と
い
う
。
現
場
で
あ
る
亀
山

さ
ん
宅
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス(

２
０

ｍ×

５
０
位)

に
は
１
～
２
㎝
程
の

塩
と
硫
化
水
素
を
含
む
ヘ
ド
ロ
の
層

が
積
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
取
り
除

く
の
が
我
々
の
作
業
で
あ
る
。 

長
靴
・
帽
子
・
マ
ス
ク
・
軍
手
で

身
繕
い
し
作
業
に
入
る
。
山
行
と
一

緒
で
５
０
分
作
業
し
１
０
分
休
憩
。

鋤
簾(

ｼ
ﾞ
ｮ
ﾚ
ﾝ
)

で
ヘ
ド
ロ
を
削
り
、
ス

コ
ッ
プ
で
掬
い
、
ネ
コ(

一
輪
車)

に

載
せ
て
外
に
捨
て
る
。
ハ
ウ
ス
の
中

は
蒸
し
暑
い
。
夏
に
な
っ
た
ら
堪
ら

な
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
人
は
慣
れ
な

い
作
業
な
の
で
無
駄
な
力
が
入
り
、

額
か
ら
は
汗
が
流
れ
、
足
腰
が
痛
く

な
る
。 

１
１
時
半
、
早
め
の
昼
食
に
な
る
。

地
元
の
お
年
寄
り
が
冷
た
い
水
を
持

っ
て
き
て
く
れ
た
。 

１
２
時
半
か
ら
午
後
の
ス
タ
ー
ト
。

黙
々
と
作
業
す
る
人
、
和
気
藹
藹
と

話
し
な
が
ら
作
業
す
る
人
。
そ
れ
で

も
作
業
の
ス
ピ
ー
ド
は
一
向
に
衰
え

な
い
。
登
山
で
鍛
え
た
パ
ワ
ー
は
流

石
で
あ
る
。 

朝
が
早
か
っ
た
の
で
今
日
は
１
５

時
で
作
業
終
了
。
そ
の
後
、
石
巻
市

内
の
被
害
状
況
を
視
察
の
為
、
市
内

を
一
望
で
き
る
日
和
山
公
園
に
登
る
。

こ
こ
か
ら
港
の
方
を
見
る
と
、
海
岸

ま
で
真
っ
平
ら
で
あ
る
。
あ
の
日
の

津
波
が
来
る
前
ま
で
は
多
く
の
建
物

が
あ
り
海
岸
は
見
え
な
か
っ
た
ろ
う
。 

そ
ん
な
平
ら
な
中
に
お
寺
の
建
物
と

幾
本
か
の
松
が
残
っ
て
い
る
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。 

こ
の
公
園
に
は
、
多
く
の
人
が
集
ま

っ
て
い
る
。
多
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
達
の
よ
う
だ
。
外
国
人
の
人
達

も
何
人
か
見
受
け
ら
れ
た
。
有
り
が

た
く
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。 

宿
泊
地
に
行
く
前
に
道
の
駅
「
上
品

の
郷(

ｼ
ﾞ
ｮ
ｳ
ﾎ
ﾞ
ﾝ

のｻ
ﾄ
)

」
の
温
泉
で
汗

を
流
し
石
巻
の
特
産
品
の
海
産
物
を

買
う
。
美
味
し
け
れ
ば
埼
玉
県
連
で

販
売
の
仲
介
を
し
て
も
い
い
か
も
し

れ
な
い
。 

 

宿
泊
場
所
は
市
内
か
ら
尐
し
山
の

方
の
田
園
地
帯
に
あ
る
。
水
沼
東
部

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
と
い
う
公
民
館

の
よ
う
な
場
所
だ
。
こ
こ
ま
で
津
波

は
こ
な
か
っ
た
が
屋
根
の
上
に
青
い

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
か
か
っ
て
い
る

家
が
随
分
あ
っ
た
。
き
っ
と
凄
い
揺

れ
が
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
に
は
ト
イ
レ
、
水
道
、
ガ
ス

は
完
備
し
て
い
る
。
１
９
時
全
員
が

和
室
に
集
ま
り
交
流
を
深
め
な
が
ら

夕
食
を
と
っ
た
。 

寝
る
の
は
隣
室
の
体
育
館
で
マ
ッ
ト

を
敷
き
シ
ュ
ラ
フ
で
寝
た
。
疲
れ
と

ア
ル
コ
ー
ル
で
よ
く
眠
れ
た
。 

翌
朝
は
５
時
起
床
。
千
葉
県
連
の

女
性
た
ち
が
味
噌
汁
、
鮭
、
納
豆
な

ど
朝
食
を
作
っ
て
く
れ
た
。 

７
時
４
０
分
出
発
。
８
時
か
ら
作
業

開
始
。
こ
の
日
は
も
う
一
つ
の
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ヘ
ド
ロ
除
去
で
あ
る
。

昨
日
の
経
験
が
役
に
立
ち
、
皆
手
際

や
力
の
入
れ
具
合
も
良
く
な
っ
て
効

率
よ
く
作
業
が
進
む
。
１
１
時
半
に

は
終
了
し
た
。 

石
巻
の
印
象
は
既
に
３
カ
月
が
経

っ
て
い
る
の
に
復
興
が
進
ん
で
い
る

と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
や
っ
と
瓦

礫
の
撤
去
が
終
わ
り
、
各
道
路
が
通

行
可
能
に
な
っ
た
程
度
だ
。
多
く
の

建
物
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

何
時
に
な
っ
た
ら
復
興
の
槌
音
が
聞

こ
え
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

国
民
は
民
度
が
高
い
と
世
界
中
か
ら

絶
賛
さ
れ
て
い
る
の
に
、
政
治
が
あ

ま
り
に
も
お
粗
末
で
あ
る
。 

そ
の
し
わ
寄
せ
が
国
民
、
特
に
被
災

し
た
人
た
ち
に
き
て
い
る
が
如
何
に

も
や
り
き
れ
な
い
思
い
で
被
災
地
を

後
に
し
た
。 

新
座
山
の
会 

加
納 

隆
夫  
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        千葉の仲間とともに 

 

 

 泥除去も次第に慣れて 

 

   高台から望む市街地 

 

 作業を終えて 

県
民
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク 

報
告 

奥
武
蔵
・
日
和
田
山
～
巾
着
田 

期 

日 
 

５
月
２
９
日
（
日
） 

雤 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

参
加
者 

 

三
郷
山
の
会(

１
２
名)

わ
ら
び
山
の
会(

５
名)

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

あ
す
な
ろ
山
岳
会(

２
名)

 

合
計
１
９
名 

  
 

 
 

 
 

 
 

６
月
６
日 

４
団
体 

２
７
名
参
加 

南部ブロック 

 

支
援
活
動
に
参
加
し
て 

② 
６
月
４
～
５
日
、
埼
玉
県
連
８
人

で
支
援
活
動
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
地
で
千
葉
県
連
、
群
馬
県
連
、
兵

庫
県
連
か
ら
の
応
援
部
隊
、
地
元
宮

城
県
連
と
も
合
流
し
、
総
勢
３
１
人

で
、
石
巻
市
渡
波
地
区
の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
の
作
業
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

ハ
ウ
ス
内
は
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
直

前
だ
っ
た
と
の
事
で
し
た
が
、
キ
ュ

ウ
リ
は
跡
形
も
な
く
、
流
れ
込
ん
だ

津
波
で
ヘ
ド
ロ
と
稲
藁
や
軽
い
ゴ
ミ

類
が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。 

作
業
内
容
は
破
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
の

撤
去
と
耕
作
地
表
面
を
覆
っ
て
し
ま

っ
た
ゴ
ミ
と
ヘ
ド
ロ
部
分
を
削
り
取

る
と
い
う
も
の
で
、
総
勢
で
１
日
半

か
か
っ
て
、
２
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
を
な
ん
と
か
終
わ
ら
せ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
先
作
物
を
作

る
に
は
耕
地
を
水
で
洗
い
、
新
し
い

土
を
入
れ
混
ぜ
た
り
、
石
灰
を
混
ぜ

た
り
…
、
そ
れ
で
も
ち
ゃ
ん
と
出
来

る
か
ど
う
か
と
い
う
。 

今
年
は
土
壌
の
改
良
状
況
が
心
配

な
の
で
、
水
耕
栽
培
設
備
に
し
て
様

子
を
見
る
こ
と
も
考
え
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
の
見
通
し
が
つ
い
た
ら
、
露

地
も
同
様
に
整
備
し
な
け
れ
ば
使
え

な
い
と
の
事
。
ま
だ
ま
だ
、
以
前
の

状
態
に
な
る
ま
で
の
道
の
り
は
遠
い

よ
う
で
す
。 

今
回
は
作
業
用
具
（
ス
コ
ッ
プ
・

レ
イ
キ
・
草
刈
り
鎌
・
運
搬
用
一
輪

車
等
）
は
有
り
、
仮
設
ト
イ
レ
が
有

り
、
ポ
リ
タ
ン
ク
に
水
も
用
意
さ
れ

て
あ
り
、
作
業
環
境
条
件
は
良
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

宿
泊
場
所
も
車
で
２
０
分
位
の
と
こ

ろ
の
公
民
館
を
貸
し
切
っ
て
も
ら
っ

て
あ
り
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
完
備

で
、
調
理
場
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
風
呂
も
そ
こ
か
ら2

0

分
位

の
と
こ
ろ
の
「
道
の
駅
・
上
品
の
郷
」

で
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
、
現
地
で
の
作
業
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
と
夜
の
懇
親
会
で
現
地
会
員

岡
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

作
業
の
後
、
岡
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ

ス
い
た
だ
き
、
津
波
の
爪
痕
を
見
て

き
ま
し
た
。
絶
句
。
是
非
、
機
会
が

有
れ
ば
自
分
の
目
で
見
て
い
た
だ
き

た
い
。 

支
援
物
資
は
夏
物
衣
料
品
・
靴

下
・
雑
巾
・
食
器
・
巾
着
袋
な
ど
物

品
の
他
、
裁
縫
道
具
や
編
み
物
セ
ッ

ト
な
ど
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
物
品
の
支
援
の

他
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
よ
う
な

支
援
も
で
き
そ
う
で
す
。 

大
宮
労
山 

谷
脇
京
子 

        

                  

       

梅
雤
入
り
と
と
も
に
台
風
２
号
も

接
近
し
て
い
る
中
、
雤
天
決
行
で
す
。

三
郷
駅
７
時
２
５
分
発
。
三
郷
山
の

会
は
１
２
名
で
す
。
止
ま
ぬ
雤
を
案

じ
な
が
ら
秋
津
駅
で
乗
り
継
ぎ
西
武

秩
父
線
の
高
麗
駅
に
向
か
い
ま
す
。 

電
車
が
奥
武
蔵
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

雤
で
も
そ
れ
以
上
に
山
に
駆
り
立
て

ら
れ
る
思
い
が
増
し
て
来
ま
す
。 

９
時
頃
高
麗
駅
下
車
。
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
の
皆
さ
ん
と
合
流
し
、
紹
介
と
コ

ー
ス
等
の
説
明
後
、
色
と
り
ど
り
の

雤
具
に
身
を
包
み
、
手
に
は
ト
ン

グ
・
ゴ
ミ
袋
と
傘
を
持
ち
２
０
名
弱

列
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

の
ど
か
な
集
落
か
ら
日
和
田
山
を

目
ざ
し
、
雤
の
中
ひ
た
す
ら
足
下
付

近
を
追
い
な
が
ら
ゴ
ミ
・
吸
殻
・
空

き
カ
ン
な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
山
道
を
登
る
も
ゴ
ミ
は

殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
木
立
の
中
、
し

ば
ら
く
す
る
と
道
伝
い
に
滝
の
ご
と

く
あ
ふ
れ
流
れ
出
し
た
水
の
光
景
に

思
わ
ず
息
を
の
ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
男
坂
と
女
坂
に

別
れ
、
男
坂
を
登
り
神
社
で
合
流
、

束
の
間
の
一
服
。
雤
具
を
着
て
い
る

為
か
む
し
暑
く
、
汗
で
も
濡
れ
て
い

ま
す
。
身
体
が
冷
え
な
い
内
に
忙
し

く
ま
た
登
り
始
め
、
１
０
時
頃
山
頂

に
到
着
し
ま
し
た
。
雤
の
頂
上
は
濃

霧
で
展
望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ミ

が
な
い
こ
と
に
安
堵
し
て
、
全
員
が

揃
っ
た
と
こ
ろ
で
同
じ
コ
ー
ス
を
下

山
で
す
。 

途
中
、
神
社
で
雤
宿
り
す
る
他
の

地
図
読
み
山
行
グ
ル
ー
プ
と
笑
顔
で

挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、
下
り
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
加
速
つ
く
ま
ま

に
早
く
、
山
麓
の
緑
豊
か
な
ふ
れ
あ

い
の
森
の
野
鳥
の
さ
わ
や
か
な
声
が
、

雤
降
る
中
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
も
私

達
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

登
山
口
か
ら
、
田
園
風
景
が
広
が

り
水
が
並
々
流
れ
る
巾
着
田
へ
…
。

時
の
流
れ
も
緩
や
か
に
と
て
も
風
情

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
敷
地
内
に
水
車

が
あ
り
、
そ
し
て
屋
根
の
あ
る
休
憩

場
所
で
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。 

 

豚
汁
も
用
意
さ
れ
て
あ
っ
て
青
味

が
な
い
と
そ
の
辺
で
調
達
す
る
手
際

よ
さ
、
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
合
い
、
最

後
に
は
山
の
歌
声
も
あ
っ
て
楽
し
い

交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

よ
り
自
然
の
大
切
さ
を
感
じ
、
ま

た
今
後
も
の
ん
び
り
と
四
季
折
々
の

ハ
イ
キ
ン
グ
を
堪
能
出
来
る
こ
と
を

願
っ
て
１
４
時
頃
の
電
車
で
帰
路
に

着
き
ま
し
た
。
雤
に
も
め
げ
ず
た
く

ま
し
い
皆
さ
ん
に
感
謝
感
激
で
す
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

＊
ゴ
ミ
回
収
結
果 

①
燃
え
る
ゴ
ミ 

 

５
袋
（
５
ｋ
ｇ
） 

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ 

１
袋
（
２
ｋ
ｇ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

合 

計 

７
ｋ
ｇ 

 

三
郷
山
の
会 

大
園 

緑
（
記
） 

                        

 

 今尚放置されたままの車 

 
       車窓から 

 

 

 

 

 



第１６６号    ２０１１年 １月１５日（土）発行          埼 玉 労 山       （ 1 ）   

 

第１７１号     ２０１１年   ６月 １５日（月）発行          埼  玉  労  山      （１ ）     

 
山
行
記
録 

北
ア
・
小
窓
尾
根
か
ら
剣
岳
へ 

疲
労
と
緊
張
で
や
っ
と
４
日
目
に
登
頂
！ 

 

 

 

   剣岳山頂（撮影 岩崎） 

 

 池の谷ガリーを見る 

 

         雪稜を登る 

山
行
実
施
日
：
５
月
３
日
～
８
日 

参
加
者
：
Ｃ
Ｌ 

徳
重
、
他 

６
名 

(

１
日
目)

 

５
月
４
日 

登
山
口
・
馬
場
島
の
ゲ
ー
ト
が
開

放
さ
れ
て
い
な
い
為
、
６
ｋ
ｍ
手
前

か
ら
の
歩
き
と
な
る
。
天
気
は
４
日

目
よ
り
崩
れ
る
と
の
予
報
。
テ
ン
ト

非
常
食
合
わ
せ
て
４
日
分
の
食
料
・

ロ
ー
プ
・
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
と
メ
ッ
ト
、

わ
か
ん
・
冬
山
装
備
と
、
こ
れ
で
登

れ
る
の
と
思
う
程
に
荷
物
が
肩
に
食

い
込
む
。
い
つ
も
の
よ
う
に
リ
ー
ダ

ー
が
テ
ン
ト
を
持
つ
。
感
謝
以
外
に

何
も
な
い
。 

馬
場
島
か
ら
早
月
尾
根
方
面
と
別

れ
、
白
萩
川
に
沿
っ
て
進
む
。
今
年

は
雪
が
多
く
渡
渉
は
無
く
小
窓
尾
根

取
り
付
き
ま
で
行
け
た
。 

雷
岩
で
休
憩
中
、
先
行
の
若
い
カ

ッ
プ
ル
２
人
が
小
窓
尾
根
へ
取
り
付

き
、
５
０
ｍ
位
登
っ
た
所
で
上
か
ら

大
小
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
多
数
落
ち
て

き
た
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
何
個
か
当

た
り
、
治
ま
り
か
け
た
所
で
走
っ
て

下
降
し
、
ケ
ガ
も
無
く
難
を
逃
れ
た 

様
だ
。 

我
々
は
経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
の

元
、
登
り
に
く
い
が
木
の
茂
っ
て
い

る
尾
根
っ
ぽ
い
所
を
選
ん
で
ル
ー
ト

を
刻
み
進
む
。
急
な
雪
壁
で
息
つ
く

暇
が
な
い
。
寝
不
足
の
体
に
疲
れ
限

界
で
、
本
日
テ
ン
場
１
６
０
０
ｍ
付

近
の
平
ら
な
部
分
で
１
日
の
工
程
終

わ
り
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
宴
会
後
、

２
０
時
寝
に
入
る
。 

（
２
日
目
）
５
月
５
日 

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
３
時
起
床
。

本
日
が
核
心
部
だ
と
リ
ー
ダ
ー
。
明

る
く
な
っ
た
５
時
４
５
分
出
発
。 

ス
タ
ー
ト
は
広
め
の
尾
根
で
青
空
の

下
気
持
ち
良
い
。
ニ
ー
ド
ル
が
目
の

前
に
見
え
、
本
当
に
登
れ
る
の
か
と

思
う
位
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。 

ニ
ー
ド
ル
で
リ
ー
ダ
ー
が
ル
ー
ト

探
し
！ 

結
局
、
右
側
よ
り
懸
垂
下

降
し
ト
ラ
バ
ー
ス
後
、
又
雪
壁
を
懸

垂
下
降
す
る
。
尾
根
と
雪
の
間
に
大

き
な
ク
ラ
ッ
ク
あ
り
緊
張
す
る
。 

そ
の
後
ド
ー
ム
を
登
る
の
に
急
な

岩
と
雪
の
壁
、
緊
張
の
連
続
で
、
残

置
ロ
ー
プ
と
頼
り
な
い
草
木
に
し
が

み
つ
い
て
登
る
。
雷
岩
で
会
っ
た
地

元
の
人
が
こ
こ
が
核
心
部
だ
と
言
っ

て
い
た
。 

ド
ー
ム
で
、
こ
れ
か
ら
登
る
マ
ッ

チ
箱
や
登
っ
た
ニ
ー
ド
ル
が
鋭
く
見

え
る
。
前
方
に
３
人
の
パ
ー
テ
ー
が

岩
峰
に
苦
戦
し
て
い
る
が
見
え
た
。

そ
の
取
り
付
き
ま
で
行
く
が
、
リ
ー

ダ
ー
が
時
間
を
見
て
尐
し
戻
り
ド
ー

ム
肩
２
４
０
０
ｍ
付
近
に
幕
営
す
る

と
の
指
示
。
リ
ー
ダ
ー
等
は
明
日
の

為
に
岩
峰
に
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス

す
る
。
又
宴
会
後
寝
に
入
る
。 

（
３
日
目
）
５
月
６
日 

朝
２
時
頃
、
誰
か
が
足
が
つ
る
と

騒
ぎ
サ
プ
リ
メ
ン
ト
飲
め
飲
ま
な
い

で
３
時
か
と
思
い
目
が
覚
め
、
そ
れ

か
ら
眠
れ
な
く
３
時
起
床
。
快
晴
５

時
４
０
分
頃
出
発 

 

昨
日
ロ
ー
プ
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
た
所

を
登
り
狭
い
尾
根
に
着
く
。
登
れ
そ

う
も
な
い
マ
ッ
チ
箱
が
そ
び
え
て
い

る
。
両
サ
イ
ド
が
ス
パ
っ
と
落
ち
て

い
て
高
度
感
は
抜
群
。
リ
ー
ダ
ー
の

お
助
け
ロ
ー
プ
に
捕
ま
り
な
が
ら
慎

重
に
登
る
。
こ
こ
が
核
心
部
？
核
心

部
だ
ら
け
で
緊
張
の
連
続
。
登
り
降

り
の
連
続
で
雪
壁
も
落
ち
た
ら
終
わ

り
の
急
な
斜
面
。
三
の
窓
へ
の
懸
垂
。

５
０
ｍ
降
り
５
０
ｍ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
。

ロ
ー
プ
で
ビ
レ
ー
取
る
。 

三
の
窓
が
幕
営
場
所
で
あ
っ
た
が

明
日
の
天
気
が
午
後
よ
り
崩
れ
る
と

の
情
報
で
１
４
時
３
０
分
だ
が
本
峰

へ
向
か
い
新
た
な
幕
営
地
へ
向
か
う
。

稜
線
へ
の
長
い
雪
壁
、
疲
労
で
足
が

重
い
。
稜
線
の
所
に
２
９
０
０
ｍ
付

近
幕
営
地
見
つ
け
風
よ
け
ブ
ロ
ッ
ク

積
む
。
宴
会
後
寝
に
入
る
。 

（
４
日
目
）
５
月
７
日 

本
日
午
後
よ
り
天
気
崩
れ
る
と
の

情
報
で
リ
ー
ダ
ー
１
時
５
０
分
起
床
。

ウ
ー
眠
い
５
時
３
０
分
出
発
、
本
峰

へ
の
登
り
は
急
な
雪
壁
で
慎
重
に
登

る
。
２
時
間
位
で
本
峰
へ
到
着
。 

４
日
目
で
や
っ
と
山
頂
。
曇
り
空

の
山
頂
か
ら
は
３
６
０°

の
展
望
。

各
自
写
真
撮
り
、
す
ぐ
に
早
月
尾
根

へ
の
下
り
に
入
る
。
急
な
雪
壁
に
は

フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
有
り
慎
重
に
降

る
。
早
月
尾
根
で
１
羽
の
雷
鳥
に
会

う
。
感
激
し
写
真
ぱ
ち
ぱ
ち
。
早
月

尾
根
も
雪
壁
で
、
雪
の
割
れ
目
が
多

く
気
が
抜
け
な
い
。
４
日
目
で
疲
労

も
ピ
ー
ク
。
早
月
尾
根
か
ら
は
４
日

間
登
っ
た
小
窓
尾
根
全
体
が
見
え
た
。

な
ん
だ
か
ん
だ
で
馬
場
島
。
ゲ
ー
ト

が
開
い
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
ゲ
ー

ト
の
所
に
あ
る
車
を
回
収
す
べ
く
帰

る
人
に
交
渉
す
る
。
も
う
み
ん
な
必

死
。
親
切
な
人
を
見
つ
け
回
収
す
る
。 

 
 

 

日
帰
り
温
泉
で
４
日
分
の
汗
を
流

し
、
そ
の
後
リ
ー
ダ
ー
行
き
つ
け
の

居
酒
屋
で
宴
会
す
る
。
リ
ー
ダ
ー
、

他
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

羽
竜 

智 
 

記 

【
コ
ー
ス
タ
イ
ム
】 

５
月
４
日
：
ゲ
ー
ト
（6

:
2
5

）
＝
馬

場
島
（8

:
3
0

）
＝
雷
岩
取
付(

1
1
:
0
0
)

＝P
1
6
0
0
m

テ
ン
ト
場
（1

4
:
4
0

） 

５
月
５
日
：
テ
ン
ト
場
（5

:
3
5

）
＝

ニ
ー
ド
ル
（1

1
:
1
5

）
＝
ド
ー
ム
＝

P
2
4
0
0
m

テ
ン
ト
場
（1

4
:
0
0

） 

５
月
６
日
：
テ
ン
ト
場
（5

:
3
0

）
＝

マ
ッ
チ
箱
＝P

2
6
5
0
m

＝
小
窓
ノ
頭
＝

小
窓
王
＝
三
ノ
窓
下
降
点
（1

2
:
2
0

）

＝
三
ノ
窓
（1

4
:
3
0

）
＝
池
ノ
谷
ガ
リ

ー
＝
乗
越
（1

5
:
4
0

）
＝
長
次
郎
頭
手

前P
2
9
0
0
m

テ
ン
ト
場
（1

5
:
3
0

） 

５
月
７
日
：
テ
ン
ト
場
（5

:
3
0

）
＝

長
次
郎
ノ
頭
＝
剱
岳
（6

:
4
0

～5
0

）

＝
早
月
小
屋
（1

1
:
0
0

）
＝
馬
場
島

（1
5
:
4
0

～1
6
:
3
0

） 

 

           

【
リ
ー
ダ
ー
雑
感
】 

 

好
天
に
恵
ま
れ
、
無
事
に
剣
岳
小

窓
尾
根
を
完
登
出
来
た
事
を
ま
ず
は

喜
び
た
い
。 

小
窓
尾
根
が
予
想
以
上
に
難
し
く
、

体
力
と
技
術
、
そ
し
て
緊
張
を
ふ
る

活
用
さ
せ
ら
れ
た
山
行
と
な
り
ま
し

た
。
問
題
点
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
話
し
合
い
、
磨
き

あ
っ
て
解
決
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

そ
れ
に
し
て
も
雪
の
剣
岳
は
素
晴
ら

し
か
っ
た
。
感
動
物
で
す
。 

（
徳
） 
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  朝日に映える剣尾根の頭と早月尾根 

 

急峻な雪壁の池の谷ガリーを登る 

 

          毛勝三山 
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加
盟
団
体
の
紹
介 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 

あ
す
な
ろ
山
岳
会 

 

全国女性委員会 主催 

「第三回女性登山者のための継続した体力管理のための体力測定」に参加して 

新座山の会   土岐田八千代 

 

「女性登山者の継続した体力管理のための体力測定」に参加して 

                         所沢ハイキングクラブ 森田志津江 

 

 
10.５月の八海山で 

 
   秩父・城峰山忘年山行にて 

 

あ
す
な
ろ
山
岳
会
は
キ
ュ
ポ
ラ
の

あ
る
町
・
川
口
に
今
か
ら
４
３
年
前

に
誕
生
し
ま
し
た
。
最
初
は
「
川
口

労
山
」
と
し
て
川
口
市
内
で
働
く
職

場
山
岳
会
に
も
呼
び
か
け
て
発
足
、

大
宮
や
戸
田
・
橡
や
所
沢
・
朝
霞
等

に
次
い
で
埼
玉
労
山
に
加
盟
し
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。 

最
初
は
沢
登
り
や
雪
山
が
中
心
で
、

例
会
も
小
さ
な
喫
茶
店
で
し
た
が
、

名
前
を
「
あ
す
な
ろ
」
と
改
名
し
、

労
山
趣
意
書
に
も
あ
る
よ
う
に
、
山

も
ハ
イ
キ
ン
グ
か
ら
冬
山
ま
で
総
合

的
な
登
山
を
め
ざ
し
て
、
会
員
拡
大

し
な
が
ら
活
動
し
て
来
ま
し
た
。 

会
と
し
て
の
目
標
を
「
北
ア
ル
プ
ス

の
冬
期
全
山
縦
走
」
を
掲
げ
、
ま
ず

奥
秩
父
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
、
そ
し
て

北
ア
ル
プ
ス
へ
と
夏
冬
合
宿
を
計
画

し
実
施
。
し
か
し
、
冬
の
北
ア
全
山

縦
走
だ
け
は
挫
折
し
ま
し
た
が
…
。

こ
の
他
に
は
東
北
や
越
後
の
山
々
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
縦
走
や
沢
や
尾
根
、

そ
し
て
岩
登
り
で
は
戸
田
ば
っ
け
・

あ
す
な
ろ
・
浦
和
く
ま
ざ
さ
山
岳
会

合
同
で
岩
登
り
同
人
ク
ラ
ブ
「
チ
ャ

ダ
ス
」
を
作
り
、
夢
中
で
山
に
向
か

っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

一
時
、
４
０
名
近
く
い
た
会
員
も

鳩
ケ
谷
に
「
わ
だ
ち
山
の
会
」
を
発

足
し
た
り
、
加
盟
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
「
芝
ハ
イ
ク
」
「
岩
槻
ハ
イ
ク
」

等
の
発
足
と
活
動
に
現
在
も
関
わ
り

な
が
ら
、
現
在
の
会
員
は
６
名
と
尐

な
く
、
山
岳
会
と
は
名
ば
か
り
の
感

じ
が
し
ま
す
が
、｢

継
続
は
力
な
り｣

と
い
う
信
念
の
も
と
、
会
活
動
で
は

不
規
則
で
は
あ
り
ま
す
が
例
会
と
会

山
行
の
実
施
、
そ
し
て
県
連
活
動
等

へ
の
協
力
を
…
と
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
。 

 

年
を
と
る
と
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去

の
懐
か
し
い
時
代
に
回
帰
す
る
と
言

い
ま
す
が
、
創
立
４
０
年
を
過
ぎ
た

今
、
私
達
は
確
か
に
山
岳
会
と
し
て

は
小
さ
な
会
な
れ
ど
、
こ
う
し
た
元

会
員
や
地
域
の
中
で
会
に
関
わ
っ
た

一
般
の
方
々
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
自
然
や
山
の
素

晴
ら
し
さ
、
そ
し
て
楽
し
さ
を
知
っ

て
貰
う
為
の
活
動
を
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
は
会
員
そ
れ
ぞ
れ
に
休
み
も
違

う
事
か
ら
、
最
近
の
会
山
行
は
平
日

山
行
が
多
く
、
ま
た
個
人
山
行
も
仲

間
う
ち
で
楽
し
む
だ
け
の
同
人
的
な

活
動
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
今
後
は

会
員
拡
大
に
む
け
た
取
り
組
み
も
考

え
、
尐
し
で
も
会
員
を
増
や
す
努
力

を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

澤
藤 

 

記 

＊
会
員
の
中
に
、
秋
田
由
利
本
庄
市
に
夫

婦
で
住
む
会
員 

道
川
さ
ん
（
旧
姓 

小

川
勇
子
）
が
い
ま
す
。
鳥
海
山
等
の
計
画

の
際
に
、
一
報
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
案
内

い
た
し
ま
す
と
の
事
で
す
。 

                 

 

今
回
で
第
３
回
目
の
体
力
測
定
が

５
月
２
１
日
（
土
）
に
労
山
事
務
所

で
行
わ
れ
、
全
体
で
４
５
名
の
参
加

者
、
埼
玉
で
は
７
名
の
参
加
で
し
た
。 

 

３
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
石
田

先
生
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
お

力
で
、
今
ま
で
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、

念
願
の
文
部
科
学
省
か
ら
の
助
成
が

３
年
間
得
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

そ
の
た
め
、
今
ま
で
よ
り
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
た
デ
ー
タ
ー
を
得
る
事
が
で

き
ま
す
、
昨
年
ま
で
諦
め
て
い
た
血

液
検
査
も
出
来
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
健
康
状
態
が
よ
り
正
確
に
把

握
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
皆

さ
ん
の
食
生
活
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

さ
ら
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
と
の
お

手
紙
を
戴
き
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
先
生
方
が
ご
足
労
し

て
下
さ
る
の
で
す
か
ら
、
５
年
間
は

継
続
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。 

 

昨
年
と
の
大
き
な
違
い
は
採
血
が

あ
り
午
前
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
、
そ

れ
と
バ
ラ
ン
ス
で
片
足
立
ち
５
分
間

（
殆
ど
の
方
が
２
分
間
は
出
来
る
）

の
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

他
の
測
定
は
今
ま
で
と
同
様
で
し
た
。

（
筋
力
、
敏
捷
性
、
柔
軟
性
、
持
久

力
、
皮
下
脂
肪
厚
、
体
脂
肪
率
、
血

圧
、
心
拍
数
、
精
密
度
測
定
） 

 

目
的
は
超
高
年
に
な
る
ま
で
楽
し

く
安
全
に
登
山
を
続
け
る
に
は
、
自

分
の
体
力
を
よ
く
知
り
、
自
分
の
体

力
の
ど
こ
に
弱
点
が
あ
り
、
ど
う
す

れ
ば
そ
の
弱
点
を
カ
バ
ー
出
来
る
の

か
、
克
服
出
来
る
の
か
、
怪
我
や
加

齢
に
よ
る
体
力
の
変
化
、
衰
え
を
科

学
的
に
測
定
、
認
識
し
そ
れ
に
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
く
か
、
ま
た
登

山
活
動
に
ど
う
活

か
す
か
と
い
う
事

で
す
。 

 

短
パ
ン
姿
等
の

顔
な
じ
み
の
方
や
、

今
回
初
め
て
の
方

で
活
気
に
あ
ふ
れ

て

い

ま

し

た

。 

特
に
片
足
立
ち
５

分
間
で
は
７
～
８

割
の
方
が
出
来
て
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
も

驚
い
て
い
ま
し
た
、

そ
れ
と
６
分
間
歩

行
で
の
距
離
の
測

定
で
は
、
凄
い
勢

い
で
の
歩
行
で
、

パ
ワ
フ
ル
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
ど
の
項
目

も
素
晴
ら
し
い
パ

ワ
ー
で
す
。 

 

測
定
報
告
会
は

６
月
４
日
（
土
）

に
あ
り
、
当
日
は

半
数
の
参
加
者
で

し
た
。 

結
果
数
値
を
基
に

し
な
が
ら
石
田
先

生
が
労
山
女
性
の

方
と
一
般
女
性
の

方
と
の
違
い
を
、
表
で
現
し
て
く
だ

さ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
も
労
山
女

性
が
上
回
っ
て
い
る
事
が
す
ぐ
に
分

か
り
ま
し
た
。
先
生
か
ら
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
て 

①
加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る
と
さ
れ

る
筋
力
が
、
一
般
女
性
よ
り
も
高
い

も
の
の
、
登
山
だ
け
で
は
筋
量
の
低

下
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
。 

②
い
つ
で
も
山
に
登
る
た
め
に
は
筋

ト
レ
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
に
も

筋
肉
の
材
料
に
な
る
食
材
に
は
注
意

が
必
要
。 

③
登
山
を
通
し
て
下
肢
筋
力
な
ど
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
る

女
性
の

Q
O
L

を
高
め
る
た
め
に
も
大

変
有
効
。 

④
筋
ト
レ
に
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が

→
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
な
ど
が
効
果
。 

 

私
た
ち
も
先
生
の
指
導
の
基
で
、
山

筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
の
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
、
と
て
も
良
い
汗
を
か
き
ま
し

た
。 

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
い

か
に
大
切
か
、
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。 

 

来
年
４
回
目
を
目
標
に
、
日
頃
の

努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
反
省
せ
ら
れ

ま
し
た
。 
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   10.10 月 二岐山 

      あすなろ坂で 

 

醜くアップ禁止 

二岐温泉で 

 

原発事故後の 

三春～南会津山行 

11.4 月 

 
   活気あふれる体力測定 
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第
十
六
期
登
山
学
校
開
校
式  

   

五
月
二
十
二
日
、
第
十
六
期
登
山
学

校
開
校
式
が
北
浦
和
カ
ル
タ
ス
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

校
長
の
武
笠
理
事
長
挨
拶
あ
と
、

事
務
局
よ
り
昨
年
度
の
講
座
の
様
子

を
元
に
、
内
容
・
注
意
事
項
等
の
説

明
を
ス
ラ
イ
ド
等
交
え
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
さ
れ
た

方
は
全
員
入
校
さ
れ
、
今
期
も
昨
年

に
引
き
続
き
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
一
般
参
加

の
方
も
多
数
入
校
さ
れ
ま
し
た
。 

今
期
は
二
十
一
名
の
年
間
受
講
者
と

他
に
単
科
受
講
者
、
運
営
委
員
も
十

二
名
体
制
で
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し

た
。
今
年
の
特
徴
は
受
講
者
の
平
均

年
齢
が
四
十
五
才
と
若
く
、
運
営
委

員
も
尐
し
若
さ
を
お
す
そ
わ
け
し
て

い
た
だ
き
、
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 

 

開
校
式
の
後
、
場
所
を
移
動
し
て

の
懇
親
会
に
も
多
数
の
方
が
参
加
さ

れ
十
六
期
に
向
け
親
交
を
更
に
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
年
も
内
容
の
充
実
し
た
登
山
学

校
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね

て
体
制
の
強
化
を
計
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

単
科
受
講
も
毎
回
若
干
名
Ｈ
Ｐ
に
て

募
集
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

（
事
務
局 

小
松
勝
浩
） 

 

校
長 

武
笠
真
次
（ 

わ
ら
び
） 

運
営
委
員 

事
務
局
駒
崎
弘
安 

（
わ
ら
び
） 

事
務
局
小
松
勝
浩 

（
三
郷
） 

 
 

 

伊
藤
正
勝 

（
わ
ら
び
） 

 
 

 

軽
部 

章 
（
浦
和
） 

 
 

 

高
橋
五
男 

 

（
く
ま
ざ
さ
） 

 
 

 

水
谷
克
明 

（
浦
和
） 

 
 

 

徳
重
博
文 

（
大
宮
） 

 
 

 

尾
手
利
雪 

（
三
郷
） 

 
 

 

八
木
原
健
一
（
三
郷
） 

井
上
達
夫 

 

（
浦
和 

） 

 
 

 

坂
元
律
子 

（
浦
和
） 

＊
第
一
回
講
座 

｢

計
画
か
ら
下
山
ま
で｣

 

机
上
…
六
月
一
一
日(

土)
 

実
技
…
六
月
一
二
日(

日)
 

 
 

栃
木
・
太
平
山 

            

                                        

                                        

                                        

                                     

 

 

第１７１号     ２０１１年    ６月 １５日（水）発行          埼  玉  労  山      （  ５ ）     

 

 

 

 

 

日 時  ２０１１年５月３０日（月）１９：３０～２１：３０ 

場 所  浦和コミュニティーセンター「パルコ」 ９階 

出 席  ７名 

【議 題】 

１、沢技術学習会、沢搬出訓練について 

○沢技術学習会（机上）７月１１日（月）「パルコ」１０階 ７号室 19:00～21:15 

小滝の連続する場所を搬送訓練「斜張り」の学習・安全の確認（詳細は当日） 

＊タイインノット、ビレイ、フリクションノット、ロープとロープの結び等 

      各自で再確認をする。 

○沢搬出訓練（実技） ７月２４日（日）AM 8:00～ 行動（前夜発可） 

場 所・大 洞
おおぼら

川流域、市ノ沢・秩父湖（雲取林道）大洞ダムＡＭ7：00 集合 

訓練場所・市ノ沢、小滝連続場所（机上学習で確認） 

装 備・個人装備、沢でのセルフレスキュー一式 

            共同装備、救助隊で用意します。 

＊参加、不参加は７月１５日まで各ブロック長に連絡をして下さい。 

２、総会に向けて 

２０１１年４月４日から２０１１年６月２７日変更（施設の使用が不可能の為） 

   総会案内は後ほど連絡します。 

 

３、被災地支援について 

「埼玉労山救助隊」は関東ブロックの支援活動方針に準ずる 

（関東ブロック・東日本大震災支援会議報告）対策副本部長・広木国昭 氏 記 

４、その他 

＊６月１３日の役員会は中止となりました。 

  ＊被災地ボランティア活動お疲れ様です。この先も支援活動を続けましょう。 

                       事務局長 若木 由和 

 

  被災地ボランティア活動お疲れ様です。この先も支援活動を続け

ましょう。 

 

事務局長 若木 由和 

埼玉労山救助隊 

第２回 役員会報告 

 

【加盟団体の夏山計画情報】 

＊埜歩歩富士見山の会 

7/3      南ア前衛・入笠山   

7/ 9～10  尾瀬・至仏山 

7/22～25  東北・朝日連峰    

7/22～25  北ア・白馬岳～鑓ケ岳 

8/27    北ア・焼岳 

＊秩父アルペン 

 7/25～26  南ア前衛・鳳凰三山 

 7/16～17  奥秩父・金峰山 

 8/ 5～ 7  中ア・木曽駒～空木岳 

＊飯能労山 

7/ 9～10  上越・金城山と葉留日野山荘 

7/30～8/1 尾瀬・燧ｹ岳 

7/30～31 堂平キャンプとハイキング    

8/ 1     富士山 

8/27～29 頸城・高妻山 

＊ハイジアルペン 

  7/11     両神山 

   8/ 6～8  北ア・槍ケ岳 

＊北本山の会 

  6/23～27 北海道・利尻～礼文島 

  7/23～25 北ア・西穂～奥穂高岳 

  7/30～8/1 東北・朝日岳 

  8/ 5～8  北ア・白馬岳～祖母谷 

  8/23～28 北ア・雲の平 

＊所沢ハイク 

  7/21～24 北ア・白馬岳 

  8/ 5～8  北ア・鹿島槍ケ岳 

  8/19～21 南八ケ岳・赤岳 

  8/27～28 日和田巾着田キャンプ 

＊新座山の会  

  7/ 2     奥秩父・乾徳山 

  7/24    群馬・岩櫃山 

  8/21     上越・谷川岳 

  9/10～11 北ア・唐松岳 

＊熊谷トレッキング 

 6/11～12  南八ケ岳・赤岳 

 6/12      北ア・乗鞍岳山スキー 

 6/22      鹿沢・湯の丸山（＊左へ続く） 

                    

 
 武笠校長挨拶 

 

 

【加盟団体の夏山計画情報 ②】 

 6/25～26    越後・駒ケ岳 

 7/ 5～18    インドヒマラヤトレッキング 

 7/25～30    北海道・幌尻岳～ニペソツ山 

◎機関紙委員会より！ 

 ユニークな山行や皆さんに是非紹介し

たい記録等、原稿を募集中！ また、この

夏山計画や報告もお待ちしています。 

出来たら写真添付でメールで送付を！ 
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―その３― 
梅雤入りし紫陽花が綺麗な季節ですが、春に私たちの身近な野山に咲く可憐な花々の中から、先月号

に続いていくつかユニークな花を紹介します。 

オオイヌフグリ 

ゴマノハグサ科の仲間でヨーロッパからの帰化植物でもともとの在来種 

（イヌフグリ）に比べて花や実が大きく、オオイヌフグリと呼ばれている 

ようです。この花の実がイヌの睾丸（フグリ）に似ている事から名前がつ 

けられたと言われていますからユニークです。 

花や実は可愛らしく、花の少ない冬の初めから 5 月頃にスカイブルーの青 

い星をまき散らしたように日だまりに群がって咲く様は見事です。 

また受粉のしくみも面白く、よく虫が止まって飛び去る時にオシベやメ 

シベに触れて花はプルプルと震え、もっと大きな虫が止まると今度は重み 

で花は下向きになり、虫が落ちまいと２本のオシベを抱えるように仕組ん 

だり、夕方の花を閉じる際には左右からオシベをはさみ、離れていた２本 

のオシベは内側に曲げられ中央のメシベの先に受粉するといった２段構えの巧みな術を持っていま 

す。他にタチイヌフグリがあります。 

カラスノエンドウ、カスマグサ、スズメノエンドウ 

マメ科の近縁種で、日当たりの良い草地や道端でよく見かける花です。 

＊カラスノエンドウとスズメノエンドウ （写真 左上、左下 ） 

カラスノエンドウはピンクや赤紫色の１センチ程の可愛い花を１個つ 

け、群がって咲くと綺麗です。 

豆のサヤは長さ約４センチ、種子は１０個前後です。 

これに比較して同じ草地を捜すと同じ仲間でずっと小さなスズメノエ 

ンドウがあります。花は３～７個でわずか３ミリ程度、その色も淡い紫 

色をしています。豆のサヤも８ミリ、種子も普通は２個です。 

＊カスマグサ （ 写真 右 ） 

前記の二つの中間がカスマグサです。 

つまりカラスとスズメの間という事です。 

花は淡赤紫色で１～２個、花の大きさも 

約５ミリ、豆のサヤも約１センチです。 

＊今頃の季節は真っ黒に熟したサヤが草地 

で良く見られます。探して比較して見て 

下さい。 

             ＊他にもカラスやスズメの付く野草、また 

動物の名前が付く野草も数多くあります。 
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【編集後記】 

梅雤の季節を迎えて、紫陽花

の花も蕾を一段と大きく、緑色

から青紫色へ色の濃さを増して

いるようでもありますが、未曾

有の東日本大震災からちょうど

３カ月になります。被災地では

まだまだ多くの方達が避難生活

を余儀なくされ、復興へのきざ

しもまだまだ見えていない中

で、昨年この頃に後を引き継い

だ菅政権も東日本大震災と東電

福島第一原発事故への対応も含

めて内閣不信任騒動の中、退陣

を示唆した事から、今また菅首

相退陣と大連立の議論で、国会

は民主党の権力闘争や野党等の

思惑から会期延長も含め波乱含

みです。被災地ではこうした国

民感情を抜きにした飽くなき抗

争に諦めと政治不信を一層増し

ていると言われ、こうした状況

に私達もあきれてしまいます。  

まず、何よりも被災地の住民の

生活と暮らしを最優先に、災害

の復興と原発処理に専念すべき

かと思いますが…。梅雤も明け

れば、いよいよ夏山シーズン到

来！ 稜線漫歩楽しい夏山を満

喫して欲しいと思います。(澤) 
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